
防コミの歩き方たずね歩き消防団
●ジュニア防災学習とは？
神戸市消防局では地域と小学校が連携し

た防災教育を支援するために、平成19年度
から教育委員会、ＮＰＯ法人と合同で「防災
教育支援プロジェクト」を立ち上げ、以後各
消防署において、さまざまな形で防災教育
支援を実施しているところです。
須磨区ではこれらに先立ち、子どもたち

に震災の経験と教訓を継承し今後の災害に
備えるため、地域と小学校と消防との協働
活動の一環として「ジュニア防災学習」と銘
打ち、平成16年多井畑小学校を皮切りにス
タートして徐々に区内全域へと広げてきまし
た。平成24年度には須磨区全20校区の小
学校で「ジュニア防災学習」が実施され、以
後毎年、全小学校で実施されています。

●防災学習の内容
防災学習は平日授業の一環としておこな

われています。対象者は全学年や５、６年生
が一緒に等各小学校で違いますが、概ね６
年生を中心に２時限を使って、負傷者搬送、
応急手当、消火訓練、１１９番通報訓練、煙

や地震体験等さまざまな実践的訓練や津波
に関する学習を地域・学校の実情や希望に
より実施しています。
訓練には消防署員をはじめ消防団員、地

域の防災福祉コミュニティの皆さんも指導
にあたります。防災学習修了後には、受講
した児童に修了証として「セーフティキッズ」
認定証が消防署長より手渡されます。
●取り組みの成果
防災学習は、単に子どもたちが防災知識

と技能を習得するだけのものではなく、地
域の大人とのふれあいの場でもあります。
また地域と学校とが顔の見える交流を深め
る良い機会となっており、消防署は両者の
橋渡し役としてサポートしております。
●今後の課題
小学校を卒業した後も地域の防災訓練や

行事に継続的に参加する子どもたちを、地
域に貢献できる未来の防災リーダー・後継
者として育てていくことが必要です。

（須磨消防署　甲斐康之）

私が所属する西消防団伊川谷支団につ
いて紹介します。
西消防団伊川谷支団が管轄する地域は、

自然豊かな地域のほか「学園都市」という
ニュータウン地域や「ハイテクパーク」、「神
戸鉄工団地」などの工業団地、また住宅密
集地やさまざまな商業施設などあらゆる環
境があります。
自然豊かな地域の中に、神戸市で唯一の
国宝寺院である「太山寺」があります。伊川
谷支団の大きな任務のひとつに、この「太
山寺」を火災から守ることがあり、今年の１
月には文化財防火デーに伴う訓練を実施し
ました。極寒時の河川、池からの取水によ
る放水訓練でしたが参加団員の士気は高く、
計画通り無事終えることができました。
また、伊川谷地域を流れる「伊川」は台
風や梅雨などの大雨時には氾濫の危険が
あります。昨年８月の台風１１号接近時にも
防災指令が発令され、河川水位の監視や
パトロールなどのほか、避難準備勧告に伴

う広報業務をおこないました。
伊川谷支団は、災害活動の他に防災福

祉コミュニティ（通称「防コミ」）との訓練指
導や市民救命士講習にも力を入れていま
す。管内に6団体ある各防コミがおこなう
訓練には消防署と共に消防団も参加し、地
域住民の防災技術や意識を高めています。
消防団員の救急インストラクターを増員し、
講習指導をおこなっています。最近では中
学生の総合学習で市民救命士講習を実施
する中学校が多くなり、平日でも積極的に
参加し指導しています。
私が消防団に入団した頃の活動と現在の

消防団活動大きく変わりしましたが「市民の
生命や財産を守る」という原点は変わりませ
ん。時代に合った消防団活動をするためには
日々勉強ですが伊川谷を災害の少ない街に
するという気持ちを持ち続けることが大事だ
と思います。伊川谷支団は支団長を中心に
これからも一つになって頑張っていきます。

(本部分団長　山本一之)

西消防団伊川谷支団 未来の防災リーダーを育てよう！（ジュニア防災学習）
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